



















































A research on the views and the concerns of student teachers and
their professional growth through teaching practice


































































































































1 2 3 項目計 1 2 3 項目計
⑦ 授業での発問 14.0 16.3 9.3 39.6 2.3 2.3 4.6
⑤ 学習指導案をどう書くか 9.3 11.6 14.0 34.9
① 教科内容の知識・技能 18.6 7.0 7.0 32.6 4.7 4.7




1 2 3 項目計 1 2 3 項目計
② 子どもとのコミュニケーション・会話 4.7 7.0 2.3 14.0 44.2 18.6 11.6 74.4
⑰ 他の実習生にどのように接するか 4.7 4.7 18.6 16.3 23.3 58.2




1 2 3 項目計 1 2 3 項目計
② 子どもとのコミュニケーション・会話 55.8 11.6 2.3 69.7 11.6 2.3 13.9
⑨ 授業での子どもの意見の取り上げ方 2.3 20.9 11.6 34.8 14.0 4.7 4.7 23.4
④ 子どもの考えの把握 4.7 11.6 7.0 23.3 20.9 4.7 2.3 27.9




1 2 3 項目計 1 2 3 項目計
⑦ 授業での発問 2.3 4.7 7.0 14.0 16.3 18.6 9.3 44.2
① 教科内容の知識・技能 2.3 2.3 4.6 14.0 4.7 16.3 35.0















































































全く意識していなかった 1 0 0 0 1
たまに意識していた 6 2 0 0 8
時々意識していた 8 9 2 1 20
かなり意識していた 1 7 3 1 12
常に意識していた 0 1 1 0 2


























































授業の企画や指導案の作成 2.3 25.6 72.1
扱う教材 7.0 46.5 46.5
子ども理解 2.3 32.6 65.1
板書，発問，指示，メディア活用の指導技術 2.3 41.9 55.8




全くつかなかった あまりつかなかった ある程度ついた 非常についた
授業の企画や指導案を作成する力 41.9 41.9 16.3
扱う教材の研究・開発力 46.5 46.5 7.0
子ども理解に関する力 20.9 55.8 20.9
板書，発問，指示，メディア活用の指導技術力 39.5 48.8 11.6
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に据えた「教材」というように変化していた。まず，
「授業づくり」である。事後調査の場合，サブカテ
ゴリーの数が増えるとともに，それぞれのサブカテ
ゴリーに分類される記述内容がより具体的になった
こと，単なる1時間の学習指導案のことではなく，
単元全体における見通しを持った授業プランづくり
など，個々の授業から単元における授業へと考え方
が変容していた。また，「子どもと授業」に関して
は，事後調査では，授業を通した子どもの変容や授
業における子どもの実態把握とそれへの対応など，
より子どもの授業における学びに焦点化される傾向
が認められた。「教材」に関しては，子どもの学び
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図１ 教育実習で達成したいこと（KJ法による）
図２ 教育実習で新しく課題になったこと（KJ法による）
を視点とした教材研究であり，事前の調査における
「教科のこと」が教育実習生自身のことであったの
が，子どものことに視点が変容している。つまり，
この「教えるということ」は，自己を中心とした教
えることから，子どもの学びを中心として教えるこ
とへ，大きく意識（視点と言っても良いであろう）
が変容していった。
第2のカテゴリーである「子どもに関わること」
について，事前調査では，子どもとのコミュニケー
ションや仲良くなることなど，どちらかというと子
どもとの関係の構築や，子どもの個性を知ることに
主眼が置かれていたのに対し，事後調査では，子ど
もの行動の背景を理解したり，子どもへの対応のメ
リハリなど，子どもの本質を理解しようとする意識
へと変容していった。また，事前・事後調査では，
このカテゴリーに分類される回答数も減少した。
第3のカテゴリーである「教職に対する心構え」
では，事前調査では，勤務や仕事の内容などが中心
であったけれども，事後調査では，回答数も減少し，
教師としての人間性へと意識が変容していた。
（３）指導の効果
KJ法による分類で明らかになったのは，教育実
習前には，教育実習生が自己に関わる心配や教育実
習への取り組みへの意欲や希望が中心であったけれ
ども，教育実習を通して，「子ども」が重要なキー
ワードとなり，子どもの学びを支援する授業づくり
へと意識が大きく変容した。
教育実習校である本学部附属小学校や堀川小学校
では，これまでの伝統を生かしながら，教育実習生
への指導方針が明確にされ，きめ細やかな指導がな
された結果と見ることができる。例えば，附属小学
校では，授業観察の視点として，授業観察において
も，授業の構成や教師の態度や行動などばかりでは
なく，子どもの授業の成就感や満足感，期待感など
の視点も持つような指導方針が見られる。堀川小学
校では，学習指導について，授業の前，授業中，授
業後の指示では，「子ども」という表現が多用され
るとともに，子どもが主語になった表記方法もあり，
子どもの学びの姿を教育実習生が学び取ることが意
図されていることが窺える。
Ⅴ 考察－教育実習における教育実習生の成長
これまでの結果を踏まえて，Fuler（1969）や
Fuler,et.al.（1972,1974,1975）による心配の
段階に関する研究等を基盤として援用しながら，本
研究による教育実習生の成長に関して検討してみる。
本調査の結果を見ると，Fulerのいう自己に関
する心配は，教育実習前に少し認められる。特に，
自由記述を見ると，Fulerの指摘するとおり，子
どもの前で緊張せずに話すことが挙げられている。
一方で，子どもとのコミュニケーション・会話に自
信があるのは，授業で子どもを教えるという状況で
はなく，学校生活の中でのコミュニケーションと思
われる。加えて，他の実習生にどのように接するか
とまじめな勤務態度に自信があるのは，教育実習が
同じ大学のコースの学生であり，大学入学時より教
員を志望する学生が多く，入学時から教職科目等を
通じて，心構えができているためと思われる。
教えるという職務に関する心配は，教育実習前後
で教育実習生は保持している。しかしながら，自由
記述による教育実習生の考え方を分析すると，それ
は子どもの学びを中心とした授業づくりへと質的に
変容してきていると言えるであろう。また，子ども
への影響に関する心配は，単なる子どもとの関係構
築から，子どもの本質を理解することへと質的に変
容していた。とりわけ，教育実習生は，実習期間中
に指導教員の指導やアドバイスに基づきながら，子
どもの学びを考えながら授業づくりを試みるように
なってきている。
ところで，木原・磯﨑・磯﨑（2003）では，5週
間の小学校実習における体育科の指導に関して，
Fulerら（1974）の所論を基盤とするBehets（1990）
の研究を援用して，教育実習生の心配に関する事例
研究を行っている。その結果，第3週目以降は，
子どもへの配慮の心配が，指導法への配慮を上回る
とし，その理由を，3週目になり教育実習生が子ど
もの個人差に気づき，対応を考え始めていると指摘
している。Ⅳ－4でも明らかにしたように，この木
原らの結果は，本研究の分析結果を支持するもので
ある。
FurlongandMaynard（1995）,Wilkin,Furlong
andMaynard（1997）では，メンター（ここでは
実習校の指導教員と同じ）によるメンタリングと教
育実習生の成長を4段階で示している。第1段階
は，「教えるということの始まり」であり，教育実
習生の学習の焦点は，規則，形式，日課の理解と，
教師としての威厳の確立である。一方，メンターの
役割は，教師モデルである。第2段階は，「メンター
教育実習における教育実習生の意識変容と成長に関する研究
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の監督のもとで教えること」であり，教育実習生の
学習の焦点は，教授能力である。メンターの役割は，
コーチ，養成者である。第3段階は，「教えること
から学びへ」である。教育実習生の学習の焦点は，
子どもの学習についての理解，効果的に教える工夫
である。メンターの役割は，批判的友人である。な
お，第4段階は，ここでは省略する。
この教育実習生の成長の段階を見ると，本研究の
結果から，第2段階から一部の教育実習生は第3
段階に移行しはじめた頃と推察される。
ところで，表3－1にもあるように，教育実習で
は，実習校の指導教員の指導と効果が教育実習生の
成長にとって，重要な役割となる。だからこそ，イ
ギリスでは，教育実習の指導教員をメンターと呼び，
批判的友人であり援助者であり，一方で，評価者で
も審査官でもあるという認識のもと，メンターと教
育実習生はよくコミュニケーションをとり，専門家
としての協働関係を構築する必要性が指摘されてい
る（Parkinson,1994）。磯﨑・磯﨑・木原（2002）
による，教育実習生と国立大学附属学校指導教員に
対する教育実習に対する意識に関する量的・質的研
究結果では，附属学校で行われる教育実習は，附属
学校指導教員に負担をかけながらも，一方で，彼ら
の多くにとっては，教師としての専門的成長のひと
つの機会となっていること，また，一部の指導教員
ではあるものの，教育実習生と協働で取り組む探究
者的役割につとめているものがいること，なども明
らかにされている。
つまり，たとえ熟達した教師であっても他者（同
僚や子ども，あるは教育実習生など）から学び成長す
るように，教育実習生も他者（教育実習生の指導教
員や子ども，同じ教育実習生など）から学んで成長
する。本研究の調査結果は，このことを例証してい
る。
Ⅵ おわりに
本研究は，林他（2011）の研究を援用した。し
かしながら，林他（2011）は，教育実習の指導の
効果を探究する研究であるのに対し，本研究は，
Fulerや彼女の同僚による教師教育における心配
の一連の研究，FurlongandMaynardなどによる
教育実習生の成長に関する一連の研究を理論的研究
の基盤とし，教育実習を通した成長の視座から分析
した。その結果，教育実習生は，教育実習校の指導
教員の指導やアドバイスを得ながら，成長している
一端を，彼・彼女らの意識変容からうかがうことが
できた。
しかしながら，それらの変容がいつ，どのように，
何の要因を受けた結果なのか，また，その変容に対
する指導教員の役割や関わり方などは必ずしも解明
できなかった。磯﨑・磯﨑・木原（2002）のよう
に，指導教員へのアンケート調査および面接調査を
用いること，木原・磯﨑・磯﨑（2003）やその基
盤となったBehets（1990）のように，教育実習生
による心配に関する毎週の自由記述を行うことも，
上述の未解決の問題を解明し，より詳細な，教育実
習生の成長の様子や教育実習校の指導教員の適切な
役割も明らかになるであろう。
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